
平
成
二
十
三
年
一
月
二
十
四
日
提
出

質

問

第

五

号

尖
閣
諸
島
の
実
効
支
配
強
化
に
向
け
た
政
府
の
取
組
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

秋

葉

賢

也

5



尖
閣
諸
島
の
実
効
支
配
強
化
に
向
け
た
政
府
の
取
組
に
関
す
る
質
問
主
意
書

内
閣
衆
質
一
七
六
第
一
七
二
号
（
以
下
、
前
回
答
弁
書
と
い
う
）
及
び
内
閣
衆
質
一
七
六
第
一
一
〇
号
（
以
下
、
前
々
回
答

弁
書
と
い
う
）
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
す
る
。

一

前
国
会
に
提
出
し
た
質
問
第
一
七
二
号
（
以
下
、
前
回
質
問
主
意
書
と
い
う
）
「
一
」
の
「
�
」
で
、
魚
釣
島
、
北
小

島
、
南
小
島
及
び
久
場
島
が
昭
和
七
年
に
私
有
地
に
な
る
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
問
う
た
と
こ
ろ
、
前
回
答
弁
書
で
は
、

「
詳
細
な
経
緯
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
確
認
で
き
て
い
な
い
」
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
。
我
が
国
実
効
支
配
の

歴
史
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
も
、
詳
細
な
経
緯
に
つ
い
て
把
握
し
て
い
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
現
在
、
政
府
は
当

該
経
緯
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
行
っ
て
い
な
い
の
な
ら
ば
、
政
府
と
し
て
今
後
、
当
該
経
緯
を
調
査
す

る
意
思
は
あ
る
か
。

二

前
回
質
問
主
意
書
「
二
」
の
「
�
」
で
、
国
が
魚
釣
島
、
北
小
島
及
び
南
小
島
の
賃
借
を
開
始
し
た
平
成
十
四
年
四
月
以

降
、
「
平
穏
か
つ
安
定
的
な
維
持
及
び
管
理
を
図
る
」
た
め
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
施
策
を
講
じ
て
き
た
の
か
問
う
た
と

こ
ろ
、
前
回
答
弁
書
で
は
、
賃
借
権
の
登
記
の
ほ
か
、
尖
閣
諸
島
海
域
に
お
け
る
警
備
を
実
施
し
て
い
る
と
の
答
弁
で
あ
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
右
質
問
の
趣
旨
は
、
右
三
島
の
島
内
に
お
け
る
具
体
的
な
措
置
を
問
う
た
も
の
で
あ
る
。
再
度
、
右

一



質
問
に
対
す
る
答
弁
を
求
め
る
。

三

前
国
会
に
提
出
し
た
質
問
第
一
一
〇
号
「
三
」
で
、
尖
閣
諸
島
に
対
す
る
我
が
国
の
実
効
支
配
を
更
に
強
化
す
る
態
勢
を

整
え
る
た
め
、
政
府
は
四
島
を
買
い
上
げ
る
べ
き
と
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
前
々
回
答
弁
書
で
は
、
「
所
有
者
の
意
向
も
踏
ま

え
、
引
き
続
き
国
が
賃
借
を
継
続
す
る
」
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
憲
法
は
第
二
十
九
条
第
三
項
で
、
「
私
有
財
産

は
、
正
当
な
補
償
の
下
に
、
こ
れ
を
公
共
の
た
め
に
用
ひ
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定
し
、
こ
れ
を
受
け
て
土
地
収
用
法

は
、
公
共
の
利
益
と
な
る
事
業
の
用
に
供
す
る
た
め
、
一
定
の
条
件
及
び
必
要
な
手
続
の
下
で
、
土
地
を
収
用
で
き
る
旨
を

規
定
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
政
府
は
、
尖
閣
諸
島
の
国
有
化
に
つ
い
て
、
「
所
有
者
の
意
向
」
に
か
か
わ
り
な
く
、
自

ら
の
意
思
に
よ
っ
て
決
定
で
き
る
立
場
に
あ
る
の
で
あ
り
、
政
府
は
速
や
か
に
土
地
収
用
法
の
適
用
を
も
っ
て
同
諸
島
を
国

有
化
し
、
安
定
的
な
運
用
に
基
づ
く
実
効
支
配
の
強
化
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
。

�

政
府
は
、
こ
れ
ま
で
に
土
地
収
用
法
に
基
づ
く
尖
閣
諸
島
の
収
用
を
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る
か
。
検
討
の
事
実
が
あ
る

な
ら
ば
、
そ
の
時
期
と
検
討
内
容
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

検
討
し
た
こ
と
が
な
い
の
な
ら
ば
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

前
回
質
問
主
意
書
「
五
」
で
、
自
然
環
境
・
生
態
系
調
査
の
実
施
頻
度
に
つ
い
て
問
う
た
と
こ
ろ
、
前
回
答
弁
書
で
は
、

二



航
空
写
真
の
撮
影
は
平
成
十
四
年
度
に
行
っ
た
も
の
が
直
近
で
あ
り
、
平
成
二
十
年
度
に
尖
閣
諸
島
に
つ
い
て
の
植
生
図
を

作
成
す
る
際
、
撮
影
さ
れ
た
写
真
を
解
析
し
た
と
答
弁
し
て
い
る
。
ま
た
、
文
献
に
よ
る
情
報
収
集
に
つ
い
て
も
、
昭
和
六

十
年
度
と
平
成
二
十
年
度
に
同
じ
く
植
生
図
を
作
成
す
る
際
に
、
こ
れ
を
行
っ
て
い
る
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
。

�

政
府
は
前
々
回
答
弁
書
で
、
「
自
然
環
境
に
関
す
る
情
報
収
集
は
必
要
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
前
回
答
弁
書
を
読
む

限
り
、
過
去
に
お
け
る
調
査
頻
度
は
低
く
、
植
生
図
作
成
に
用
い
て
い
る
資
料
も
最
新
と
は
言
い
難
い
。
尖
閣
諸
島
に
お

け
る
我
が
国
の
実
効
支
配
を
強
化
す
る
た
め
に
も
、
今
後
、
当
該
調
査
を
定
期
的
に
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
認

識
如
何
。

�

前
回
答
弁
書
「
五
の
�
に
つ
い
て
」
で
は
、
航
空
写
真
の
解
析
に
よ
る
情
報
収
集
及
び
上
陸
調
査
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
生

態
系
の
保
全
の
た
め
の
調
査
方
法
と
し
て
の
特
性
が
あ
る
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
具
体
的
に
い
か
な
る
特
性
が
あ
る
の

か
。
ま
た
、
上
陸
調
査
に
も
特
性
が
あ
る
の
な
ら
ば
、
当
該
調
査
も
早
期
に
実
施
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
認
識
如

何
。

右
質
問
す
る
。

三


